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２０２６年９月８日 

長岡技術科学大学長 鎌土重晴 

長岡技術科学大学 2026年10月に開学50周年 
～ノーベル物理学賞受賞・天野浩先生の記念講演会をはじめ、 

記念式典、施設見学会、大手通りアーケード広告等の記念事業を展開～ 

 
長岡技術科学大学は1976（昭和51）年の開学以来、本学のモットーである「VOS（Vitality, Originality, 

Services）」の精神に基づき、独創的な能力のある人材を養成することを使命とし、技術革新を牽引する

多くの技術者・研究者を社会に輩出してまいりました。2026年10月に開学50周年を迎えるにあたり、こ

れまで本学を支えてくださった地域社会や関係機関の皆さまに感謝をお伝えするとともに、次の50年

へのさらなる飛躍を期し、各種記念事業を開催いたします。 
 
１．記念事業等 
①記念式典 

日時： 10月３日（土）13：00〜14：15 
会場： 長岡市立劇場（長岡市幸町２丁目１－２） 

 
②記念講演会（チラシ別添1） 

中高生、地域の方など、どなたでも参加できる講演会です。 
日時： 10月３日（土）14：45〜16：15 
会場： 長岡市立劇場 
講師： 天野 浩 先生（名古屋大学特別教授／2014年ノーベル物理学賞受賞） 
演題： 「新技術を社会実装する原動力とこれからの50年に向けた若き技術者への期待」 
申込： 本学公式サイトのイベントページの申込フォームより、締切9/23（水）

（https://www.nagaokaut.ac.jp/event/20260724_4681.html） 
 
③記念祝賀会 

日時： 10月３日（土）17：15〜19：00 
会場： ホテルニューオータニ長岡（長岡市台町２丁目３－９） 

 
④施設見学会（チラシ別添2） 

開学50周年記念事業として大学内に整備している共創交流施設、共創研究施設等を見学する 
イベントです。 
日時： 10月４日（日）10：00〜12：00 
見学施設： ●図書館、●リージョナルGXイノベーション共創センター、 

●DXRものづくりオープンイノベーションセンター、●テクノミュージアム「てくみゅ」、 
●図書館1階のアゴラにて本学ロボコンチームのロボットの実演・動態展示 

対象： 本学同窓生、関係機関のご関係者、名誉教授など、約180名 
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⑤GX棟（リージョナルGXイノベーション共創センター）見学会（チラシ別添3） 
地域の皆様に本学の活動を深く知っていただき、日頃の取り組みへのご理解を深めていただく機会

として、昨年度に引き続き開催するものです。小学生・保護者向けの見学会には20名程度の親子連れが

参加予定です。同日に一般・同窓生向け見学会も開催しますが、報道関係の方の取材は小学生・保護者

向け見学会のほうでお受けします。 
日時： ９月19日（土） 

小学生・保護者向け 10：00～11：30  一般・同窓生向け 13：00～14：00 
会場： 長岡技術科学大学 リージョナルGXイノベーション共創センター 
テーマ： 再生可能エネルギー（太陽・風・雪） 
内容（小学生・保護者向け）：  研究・実験施設の見学、再生可能エネルギーの講義、風車組み立て 

キットの体験 
参加費： 無料 
備考： 9/19当日は、本学において技大祭（本学の大学祭）も開催されます。 

 
⑥大手通商店街アーケード広告 

掲出期間：～10月10日（土） 
掲出場所：長岡市大手通商店街アーケード 

 
 
 
 
 
 
 
 
２．取材申込 

記念事業の取材・撮影をご希望の報道機関におかれましては、次のとおりお申込くださるようお願

い申し上げます。 
(1) 申込期限 

①記念式典、④施設見学会：9月30日（水）まで 
⑤GX棟見学会：9月18日（金）正午まで 

(2) 取材申込先 
長岡技術科学大学企画・広報室 
TEL：0258-47-9209 E-mail：skoho@jcom.nagaokaut.ac.jp 

 
以上 



「新技術を社会実装する原動力と
これからの50年に向けた若き技術者への期待」

長岡技術科学大学開学 50 周年記念事業 記念講演会

長岡技術科学大学総務課
TEL：0258-47-9198　
mail:so-soumu@jcom.nagaokaut.ac.jp

長岡技術科学大学総務課
TEL：0258-47-9198　
mail:so-soumu@jcom.nagaokaut.ac.jp

天野 浩 先生 略歴
1988 年名古屋大学助手、1989 年名古屋大学大学院で工学博士号

取得。1992年名城大学講師、2002年名城大学教授、 2010年名古

屋大学大学院教授。2015 年には名古屋大学未来材料・システム

研究所未来エレクトロニクス集積研究センター長に就任した。

故赤﨑勇博士、中村修二博士と共に「高輝度、省エネルギーの

白色光源を可能とした高効率青色発光ダイオードの発明」にて 

2014 年ノーベル物理学賞を受賞。現在は、名古屋大学において

高効率パワー半導体など新たな省エネルギーデバイスの創成に向

けた研究を進めている。

本学の開学50周年を記念し、
2014年ノーベル物理学賞受賞者の

天野浩先生をお迎えして講演会を開催します。

名古屋大学特別教授

天野 浩先生
講 師

無料参加費 先着300名定　員

令和8年
9月15日（火）

申込
締切

右記二次元バーコードからお申し込みください。

お申込後、メールにて当日受付用の

二次元バーコードを送付いたします。

参加申込
方法

令和8年

10月3日 土
14：45～16：15

日 時

開場 14：15　開演 14：45

会 場 長岡市立劇場 大ホール
（新潟県長岡市幸町2丁目1番2号）

中高生から一般の方まで、

どなたでもお気軽に

ご参加ください！

中高生から一般の方まで、

どなたでもお気軽に

ご参加ください！

【注意事項】　講演中の録音・録画、写真撮影はご遠慮ください。

主催

問合せ

長岡技術科学大学 後援 新潟県・長岡市・長岡技術科学大学協力会

長岡技術科学大学開学50周年記念事業 記念講演会

taoyagi
スタンプ



共創研究ゾーン（整備完了）

共創交流ゾーン（整備中）

▽大学構内の環境整備
新たな価値等を生み出す「共創拠点」
（イノベーションコモンズ）の形成や現状の
キャンパスの課題（共創の流れ等）解決の
ため、図書館や福利棟周辺を整備中。

【整備済】
•リージョナルGXイノベーション共創センター
•DXRものづくりオープンイノベーションセン
ター

【整備予定】
• 附属図書館（R7-R8）
• 共創交流棟（旧福利棟、R8-R9）
• 新福利棟（R8-R9）

新福利棟

リージョナルGXイノベー
ション共創センター

DXRものづくりオープン
イノベーションセンター 1

図書館２階（R8.4ｵｰﾌﾟﾝ） 新食堂（来春ｵｰﾌﾟﾝ）

（ｲﾒｰｼﾞ)
１

教育研究環境の整備状況 （開学50周年記念事業）
チラシ別添2



①知的情報を活用した共創の場

ニューノーマル時代の地域
共創（平常時には教育研
究・イベント・交流空間、非
常時には学内・地域の避難

場所として活用）

食堂を共創拠点と
して利活用するこ
とで交流を誘発

② 総合知を活用した産業界との共創の場

③ 多様な交流（学内・地域・国際間）を促す共創の場

ニューノーマル時代
の国際交流

サイバー空間・フィ
ジカル空間の融合
による新たな価値

の創造

DXを活用した
新たな知の創造

地域への公開講座 日常的な知的交流
や人間関係の形成

テクノロジー×地域資源による地方創生世界をリードする
最先端研究

他大学や企業等との
オープン・ラボ

地元企業との交流会

イノベーション・コモンズ（共創拠点）構想全体図（赤字の施設が見学場所）
イノベーションコモンズとは、キャンパス全体が有機的に連携し、「共創」することで、新たな価値を創造できる拠点

（３つの共創の場を創出）

図書館
共創交流棟

(仮称)
新福利棟

(仮称)
体育保健センター

GX棟
DXR棟

技術開発センターテクノミュージアム

共創交流ゾーン

共創研究ゾーン

2
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１階

３階
•専門書が豊富な開架閲覧室
•桜通りを望むカウンター席

各階の主な施設

２階

・開架閲覧室
・ブラウジングコーナー
・グループ演習室
・中庭を望むカウンター席

・プレゼンテーションエリア
・エントランスラウンジ

ラーニング・コモンズ

附属図書館リノベーション

グループ演習室

図書館入口 吹き抜け ラーニングコモンズ開架閲覧室

中庭を望む
カウンター席

改修中 改修中

2026年11月末オープン予定

ｷﾞｬﾗﾘｰｴﾘｱｴﾝﾄﾗﾝｽﾎｰﾙ



新潟地域に加えて、世界の「地方」におけるGX関係課題を解決する実証の場、
“ここに来ないとこの実証ができない”というGX施設の集積地。
物質とエネルギーの一体型循環システムを検証できる施設。
世界の「地方」の人材・大学・企業が共創する場。
研究成果の社会実装のスピードアップ、スタートアップの育成拠点。

建物外観図

主たる研究分野

バイオを中心とした資源循環型
社会の構築

エネルギーの循環および高効率
活用の構築

全体システムのスマート化・自動
化・効率化

リージョナルGXイノベーション共創センター

世界中のグリーン・トランスフォーメーション
に関するイノベーターが集い、社会課題を解決
する知を生み出していく場を形成するため、資
源（主に食品・農産物）とエネルギーの双方の循
環に関する、世界でここでしかできない実証試
験ができる施設として「リージョナルGXイノ
ベーション共創センター」を整備。

4

産学連携を通じた研究力強化に向けた取組例
①地域中核・特色ある研究大学の連携による産学官連携・共同研究の施設整備事業

＆地域中核・特色ある研究大学強化促進事業



経済産業省の「地域の中核大学等のインキュベーション・産学融合拠点の整備事業（Ｊイノプラ２） 」に本学の「DXR
ものづくりオープンイノベーションセンター」の整備が採択され、本予算による建物の建設、装置の導入をした。
また、本事業においてはオープンイノベーションを推進するため、産学官連携によってDXRものづくり技術を産業
分野に応用展開する組織として「DXRものづくりプラットフォーム」を新たに設立。センター施設は２０２5年１月に
完成し、2025年4月よりレンタルラボ貸出の運用を開始。既存施設「DXものづくりラボ」の設備も引き続き活用す
るなど、センター及び、当該プラットフォームを活動するための環境が整備され、当該事業を着実に推進していく。

■設置の経緯・理由（DXRものづくりオープンイノベーションセンターの設置について）

・新潟県企業のものづくりのオンリーワン技術を「技学」で科学的に解明し、DX（デジタル連携）及びXR（現実と仮想世界の融合技
術）と組み合わせ価値を向上し、社会実装する。

・その技術を生かした新規事業を展開するために「技術プロデューサー」による目利き・連携強化・ブランド化等の伴走型支援を行う。

・大学、高専の起業人財のDXRものづくりスタートアップを支援し、DXRものづくりの人的交流・協業・人材育成を行う拠点を構築。

■事業の概要

DXRものづくりオープンイノベーション
センター棟

②地域の中核大学等のインキュベーション・産学融合拠点の整備
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場所：長岡技術科学大学 物質・材料 経営情報1号棟1F

テクノミュージアム

テクノミュージアム「てくみゅ」へようこそ

ロボコンなどで活躍したロボットや、
開発中のロボットを展示しています。
各種イベント時には実演も予定して
います。

私たちの大学、長岡技術科学大学はVOS（Vitality＝活力、Originality
＝独創力、Services＝世のための奉仕）をモットーに、産業界のリー
ダーとなる人材の育成、世の中の役に立つ技術の開発を目指し教育研
究を行ってまいりました。2006年10月に開学30周年という節目を迎え、
私たちの研究開発の成果を皆様に見ていただく場として、2007年6月
にこのテクノミュージアムを開設いたしました。これらの研究成果や現
在取り組んでいる研究の展示をとおして、多くの方々に私たちの研究
開発、つまり工学を身近に感じてもらい、その面白さを味わっていただ
きたいと願っております。

展示品は私たちの過去・現在の成果ですが、これらが指し示している
ものは私たちの未来です。より便利に、より快適に、より安心して暮ら
せる、そんな明るい未来です。そして何より、ここを訪れて最先端工学
に興味を持ってくれる「次代を担う世代」が私たちの未来です。

まだ展示品も少なく展示方法も稚拙ですが、皆様からのご意見・ご要
望を参考に充実させていきます。是非、テクノミュージアム「てくみゅ」
で私たちの未来に触れてください。

豊かな暮らしのための最先端工学
「工学」と聞くと、「堅い」とか「難しい」というイメージを持たれている方も少なくないと思います。このテクノ
ミュージアム「てくみゅ」では、面白い・楽しいと思える展示に心がけています。
例えば、金属板でできた昆虫はコンピューター制御の工作機械で作られたものです。実験室の片隅に転がって
いるような金属板と、普段は実験や研究に使われている装置で、ちょっとしたインテリアにもなりそうなものが
生み出されます。肩の力を抜いて、「工学」を楽しんでください。

楽しむ工学

軽くて強いマグネシウム合金を使っ
た製品を展示しています。その軽さ
を体感してください。

私たちの大学は、産業界との結びつきを重視した教育研究を行ってい
ます。その結果として生活に関わりの深い製品や技術が生まれてきてい
ます。また、地球環境問題やエネルギー問題、安心・安全社会の構築など、
現在の社会が抱える重大な問題に多くの研究室が取り組んでいます。

このテクノミュージアム「てくみゅ」では、私たちの生活に関わる技術、
これからの生活・社会を豊かにする研究を中心に展示をしています。一例
をあげますと、「水しぶきの上がらないアスファルト」があります。前の車
の水しぶきで視界が悪くなるのを防げるばかりでなく、スリップも防げる
ので交通事故の防止に大きく貢献しています。気づかないうちに私たち
もこのアスファルトの上を走っていたかも知れません。

他にも、生活を便利で豊かにする可能性を秘めた開発中の技術が展示
されています。テクノミュージアムでは、最先端工学が拓く未来社会を垣
間見ることができます。



9 1 9 土

2 0 2 6 年

風 太陽 雪

小学生・保護者向け
の会では、

風車組み立てキット
を使った体験学習も！

再生可能エネルギーをテーマに、GX棟の見学や講義を行います！

小 学 生 ・ 保 護 者 向 け 1 0 : 0 0 - 1 1 : 3 0

一 般 ・ 同 窓 生 向 け 1 3 : 0 0 - 1 4 : 0 0

お申し込みは、
長岡技術科学大学開学50周年記念事業 特設サイトから

「ニュース・イベント」をチェック！
https://www.nagaokaut.ac.jp/j/50th

長岡技術科学大学大学戦略課企画・広報室

申込締切：9月6日（日）

taoyagi
スタンプ



 



 

 

 






